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要旨 

地域での芸術文化力による震災復興と、既存のアート概念の拡張をめざした「神戸ビエンナー

レ」は、ポピュラーカルチャーに不可欠な先取性と多様性に着目した「コンペティション部門」

と「地域力発信部門」を設け、そこに集まった作品には多くの「ニュース性」が溢れていた。 

本報告では、10 年 5 回の開催事業をアーティスティックディレクターなどの立場で携わってき

た立場から振り返り、神戸ビエンナーレの特色である地元作家による芸術作品と国際コンペティ

ションでの入賞作品が内包する萌芽的表現や時代の表現性（ニュース性）について報告した。 

・・・ 
「アートの力」で地域文化を再認識・再評価し、「地域の力」でアート概念を拡張する。 

 

阪神淡路大震災から１０年を機にこれからの都市づくりの基本方針として提唱した「神戸文化

創生都市宣言」の具体的取り組みとして提案したのが、「港で出合う芸術祭 神戸ビエンナーレ」

である。神戸は近代日本の歴史においても戦後の現代美術史においても日本をリードしてきた多

くの芸術文化事業を実施してきた都市であり、一地方都市ではない自負に富む環境を有している。

そこで、グローバル化した既成のアート概念の普及ではなく、都市の活力（神戸の文化力）でア

ート概念の創生をはかる芸術的事業として、神戸ビエンナーレを企画立案し、地域と時代のアイ

デンティティーを再認識・再評価することを基本指針とした。 

換言すれば、神戸において生活になっている文化芸術活動を見直すことにより、地元の市民生

活を活性化すると同時に閉塞化したアート概念が拡張できると考えたのである。特に、狭義のア

ートではなく、現時代における文化表現を総体的に扱い、分野的な広がりを意識できるような取

り組みに力点をおいた。 

芸術性豊かな神戸市民の文化力と先取・多様な「神戸」のブランド力を活用し、時事性に欠け

るものや一部の専門家の嗜好を充足させるようなアートに偏る祭典ではなく、さまざまな価値が

混在し独自に萌芽・育成されている未評価段階での芸術文化力を観覧・再評価できる場をつくる

ことによって各種の創造活動に誇りと弾みをつけることを目的とした。 

具体的な事業の骨子とな

るコンテンツカテゴリーと

しては「伝統芸術」「J-POP」

「 IT ・ MEDIA 」「 LIFE

（ecology）」の４つの分野

を設定し、このカテゴリー

に基づいて事業を作成しる

こととした。事業の性格か

ら、先進的かつ多様な芸術

表現を求めるための「コン

ペティション部門」と地元

の芸術文化活動を再評価し

振興する「神戸力発信部門」

を設け、開催毎に諸条件を

総合的に検討しながらそれ

ぞれの事業内容や場所など
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を決定していった。 

神戸ビエンナーレは、従前に評価されたアート概念とは異なる公募作品が多く集まる芸術イベ

ントとして認知されるようになり、実験的な作品を多く入賞展示できる祭典になり、展示後に国

際的な賞を取得する作品も毎回あったが、萌芽的なゆえに熟成度に乏しい作品や評価が別れる作

品が展示される側面もあった。しかし、多くの作家や市民にとっての発表であることには変わり

なく、多種にわたるさまざまなコミュニティにとっての時事性に溢れる作品が集まる祭典として、

多くの一般入場者による人気や評価の高さはリピーター数やSNSでの投稿などにも顕著であった。

特に、これまでにない分野の作品を募集するコンペティション形式を取り入れていることにより、

メジャーなアートシーンには登場していなかった作家が多く参加し、その多くが継続的に応募す

るリピーターともなっていき、独自で地道な芸術活動をしている参加作家の多い芸術祭にもなっ

ていた。 

地域性とジャパンコンテンツを重視しながらも、2014 年に世界各国のビエンナーレ関係者の活

動基盤として発足した「国際ビエンナーレ協会(IBA)」にも加盟し、入賞作家の海外出展や国内外

の芸術祭との連携・参画など、国際的にもユニークな取り組みを発信し始めている。また、第５

回展では、これまでの神戸ビエンナーレが評価・育成したコンペ入賞作家を招待作家として招聘

するという理想も実現できた。 

時事性と地域性を重視した先取・萌芽的表現の多い神戸ビエンナーレの１０年は、独自なアー

ト感覚とバラエティー豊かな人たちが多く集り、人気や評価も、世代や専門の差も含め、さまざ

まな見解が錯綜する歩みでもあった。 

 


